
「讀墨子」について

著者 高橋 均
雑誌名 漢文學會々報
巻 26
ページ 16-31
発行年 1967-06-15
URL http://doi.org/10.15068/00148664



「
議
墨
子

/) 

し、

て

士容
Hi司

匂
づ
4
J
 

L
J

ま

9

え

官、

弘、v
 

t
 

守姐 } 

の
か
、
と
い
〉
フ

こ
と
は
必
ず

こ
ん
」

に/〈
¥
J
り

マハ
V
7
ζ

、
!3 

る
こ
と
、
が

1
る
か
に

か
っ
た
か
ら

て、

反
映
し
て
い
る
の

こ
こ
ろ
み
に
、
中
関

て
み
る
と
、

( 16 ) 

っ
と
く
だ
っ
て
、

る

、
本
式
に
メ
ス
が
入
る
の
は
、
清
朝

1
1
 

十一邦

で
ま
た

な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
の
が

ぃ
。
こ

そ
の
紋
記
は

う
行
什
1
bじ

円

ν
T品
u
w
叫
叶
ノ

て
い
た
の
で
は
た
い
こ

} 

¥戸

の
こ
=
と

/白、

は

ふ
」
の

f問、

七
J¥ 

の
こ
ん
}

、、，，、

b
p
J
 

に
均
し
て

の

キ
ス
ト

ケ
れ
に
よ
っ
て
、



の
人

る

二
£
〉

ド
ト
長
/
/

f

、、母、
ι

、z，、

は

し

ぞ

し

し

訓
鮎
な
つ
ゆ
り
た
こ
と
ゅ
よ
か
、

と
と
い
っ
て
よ
い

よ

、
E
L
 

刻
本
ま

む
こ
ま
九
ぷ

v

、uu・
》

L
U
-骨

i
v
f
'

通〉、

ム
μ
円ル
r
r

午
hjt
 

、ノ
J
H
μ
l

，!lド
I
F
-
-

、、

グ
一
タ
列
は

/""'， 

dじ

:7L 

一
で
、

比
較
的
流
布
し
て
い
る
と
い

に
と

げ
し
、

f
L
、

J
V
L
ザ

} 

」同

し、

の

の

。〉

に
つ
い

そ
の
紹
介
か

く17) 

巻
)
、
谷
斗
南
(
議
一
千
金
書
山
花
ム
ハ
窓
〉
、
戸
埼
淡
関
(
議
子

務
坂
背
託
(
諜
一
子
mm
賀
県
枝

れ

(
以
下
A
本
と
略
す
)
は
、
第

な
い
。
官
何
本
で
二
加
に
分
か

・
中
・
下
、
兼
愛
上
・
中
・

修
身
、
所
染
、

七
患
、

-
中
の
各
籍
、
及
び
下
篇
の
前
半

(
以
下

B
本
)
は
、
悶
じ
く
第

に
「
議
議
子
」

な
し、。

如、

/""'， 

八
二
一
一
〉

い
て
あ
る
。
最
一
初
に
耕
柱
篇



に
践
す
る

つ
つ
い
て
現
前
月
下
、

マA
A

、、

・??
+
i

・γャ
l
'

r-炉
叫

る
。
耕
柱
第
の
一

に
あ
る
の
は

い
て
あ
る
こ
と
か

の
だ
ろ
う
ミ
篤
名
で
わ
か
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を
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に
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い
て
い
う
と
非
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下
篇
が

中
断
さ
れ
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B
本
に
は
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柱
篇
の

Jつ

て
い
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ブ
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、
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篇
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さ
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す
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こ
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に
つ
い
て
い
う
と
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て
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く
場
合
で
あ
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お
の
一
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…
例
で
は
、
引
い
て
い
る
本
文
は
護
暦
本
と
一
致
せ
ず
、

か
え
っ
て
注
揮
で
の
べ
る
潟
本
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
一
致
す
る
。
な
ぜ
こ
こ
だ

え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
の
理
由
と
し
て
、
賓
騒
本
が
明
ら
か
に

っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
也
の
テ
キ
ス

ト

し
た
た
め
こ
う
い

ヂ
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
3

叙
述
と
し
て
之
統
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を
紋
く
が
、
寅
際
の
研
究
す
る
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し
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が
校
勘
に
用
い
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
つ
ぎ
の
五
種
、
す
な
わ
ち
、
諸
子
奇
賞
、
諸
子
川
県
菌
、
予
本
、

刻
本
は
底
本
で
あ
る
費
騒
本
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
賞
際
は
閥
穏
で
あ
る
。
諸
子
奇
賞
は
、
五
一
巻
、
拐
の
際
仁
錫
編
、
諸
子
を
合
刻
し

一
本
、
刻
本
で
あ
る
が
、

た
も
の
で
、
義
子
蝦
獄
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
。
諸
子
議
磁
は
二
十
六
巻
、
明
の
蹄
有
光
編
、
こ
れ
も
諸
子
の
合
刻
で
、

い
ず
れ
も
テ
キ
ス
ト

と
し
て
は
信
頼
の
お
け
る
も
の
で
は
な
い
っ
つ
ぎ
の
予
木
で
あ
る
が
、
こ
の
名
郡
か
ら
み
て
、
著
者
自
身
の
テ
キ
ス
ト
と
忠
わ
れ
る
が
、
現
在

ど
の
テ
キ
ス
ト
が
該
常
す
る
の
か
に
わ
か
に
決
め
が
た
い
。

一
本
も
不
明
で
あ
る
。
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控
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」
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に
よ
る
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勤
、
が
、

ヶ
所
、
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一
向
に
よ
っ
て
凶
ヶ
所
、
予
本
に
よ
っ
て
四
十
ヶ
所
、
一
本
に
よ
っ
て
五
ゲ
所
、
行
な
わ
れ
て
い
る
。
必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え

な
い
、
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
た
だ
校
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
勘
さ
れ
て
も
お
り
、
こ
れ
に
は
著
者
の
も
っ
て
い
る
見
識
の
高
さ
が
あ
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づ
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っ
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る
よ
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で
あ
る
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そ
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例
を
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げ
よ
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衆
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天
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姓
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是
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利
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儀
〉
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下
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姓
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恵
〉
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功
〔
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賞
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具
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批
〈
八
回
《
恭
一
例
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作
共
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是
〕
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と
〉
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孝
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ト
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一
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つ
十
本
山
制
作
遇
、
奇
賞
作
偶
、

た
だ
、
議
子
の
本
文
だ
け
を
引
き
、
そ
こ
に
な
ん
の
考
読
を
も
加
え
て
い
な
い
続
が
あ
っ
て
、

}
れ
ほ
何
を
問
題
に
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
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こ
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ら
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あ
わ
せ
考
え
る
と
、
こ
の
「
諮
問
議

「
抜
レ
と
い
う
文
字
が
考
読
の
故
後
に
つ
い
て
い
て
、

子
」
は
未
定
稿
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

注
一
一
た
と
え
ば
、
「
碓
市
不
修
者
」
(
修
身
〉
で
般
学
は
、
一
授
版
本
と
一
致
、
他
の
テ
キ
ス
ト
ば
雄
字
に
つ
〈
る
。
「
夏
絞
染
於
平
準
推
移
」
(
一
一
附
染
〉
で
、

平
山
子
は
、
技
叫
防
本
と
一
致
、
他
の
テ
キ
ス
ト
は
子
学
に
つ
く
る
。
「
新
制
駅
間
不
様
」
〈
所
染
〉
間
半
ば
校
一
柄
本
と
一
致
し
、
他
の
テ
キ
ス
ト
は
佃
字
に
つ

く
る
。
さ
ら
に
数
多
く
一
致
す
る
が
省
略
す
る
。

佐一一一

ωに
つ
い
て
、
子
省
告
は
「
法
下
蕗
有
一
間
可
二
字
、
孫
話
綾
城
跡
主
設
問
、
綿
秒
間
本
、
子
謀
本
無
」
と
い
う
。
「
諮
問
畑
一
子
」
と
一
致
。

ωに
つ
い
て
、

孫
論
議
は
「
県
一
以
、
諮
股
愛
字
、
以
意
増
」
と
の
ベ
、
愛
学
を
補
っ
て
い
る
。
め
に
つ
い
て
、
孫
詩
譲
は
す
で
に
無
字
に
改
め
て
い
る
。

ωに
つ
い
て
、

現
縞
江
は
不
慈
の
ニ
字
を
補
っ
て
い
る
。
「
諸
本
股
不
慈
二
字
、
潜
本
鯨
秒
間
本
腕
本
放
存
、
今
様
初
」

つ
、
ぎ
に
「
議
選
子
い
が
引
い
て
い
る
諸
家
の
設
を
検
討
し
よ
う
。
名
前
と
忠
わ
れ
る
も
の
に
、

「
忠
謂
」
、
「
↓
す
迫
田
」
と
が
あ
り
、
そ
の
ほ

jJ、

ご

説

」
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「
再
按
」

「
又
按
」
な
ど
と
あ
る
。

「
或
日
」

ま
ず
「

3

子
辿
白
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
設
が
引
か
れ
る
。

~1) 

其
子
此
荻
於
除
ハ
子
辿
問
、
其
子
一

二
学
宜
在
鍬
下
)
(
七
忠
)

(12) 

都
市
一
正
之
命
也
多
寡
之
(
子
治
問
、
此
股
談
、

不
可
解
〕
(
一
一
戸
山
川
)

~3) 

以
勢
殿
賞
(
子
池
田
、
殿
賞
作
興
、
或
日
、
殿
上
宜
都
品
液
学
〕
〈
向
山
以
上
)

英
一
小
説
糊
市
街
一
意
ぺ
子
治
回
、
尚
一
意
、
高
向
英
志
一
意
也
、
得
之
〕
(
術
以
A
K
)

別
別
其
談
謀
度
速
得
失
{
子
辿
日
、
談
字
街
、
忠
謂
上
有
富
貴
侠
之
一
訪
問
、
期
此
亦
蛍
輿
彼
問
、
不
必
以
免
桁
字
〕
(
街
問
中
)

不
賞
使
家
君
試
用
〔
子
治
一
日
、
賞
字
街
〕
(
前
向
下
〉

ω u6) O.母(17) 

亡
字
桁
、

悪
施
不
一
怒
勾
不
慈
不
一
平
洋
?
亡

慈
下
一
史
有
不
慈

コ
心
出
向
、

，
門
尽
き
日

亡
卒
接
、

是
也
、
子
辿
日
、

(
兼
愛
下
)

訪
〉
ヰ
之
、

ん
H
い
A
V
h
M
V
S
T

の
前
に
引
い
て
い
る
。

ωで
は
よ
t

子
治
日
」
の
訟
に
掛
し
て

と
い
う
判
断
を
下
し
て
い
る
、

子
辿
日

を
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(16) 

;主

そ
の
あ
と
に

と
つ
づ
け
て
反
論
を
加
え
て
い
る
、

な
ど
の
理
白
か
ら
「
子
治
ご
が
「
議
選
子
一
の
著
者
と
は
考
え
ら
れ

で
ふ
の
ろ
う
と
み
る
。

ωの
納
付
一
解
は
、

に
引
か
れ
た
王
引
之
の
設
と
一
致
す
る
つ
純
に
つ
い
て
、
閉
山
誌
は
、

を

の
一
議
字
と
み
な
し
、

会古f
シ己、

を
小
問
ぶ
」
と
滞
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
こ
の

の
設
の
ほ
う
が
は
る
か
に
理
解
し
や
す
く
、
品
一
間
を
得
て
い
る
と
思
う
。

ち
な
み
に
、
問
先
鋭
、
江
は
〔
街
意
、
議
一
一
一
一
向
高
街
其
一
意
志
」
と
ほ
と
ん
ど
問
じ
注
解
'
を
施
し
て
い
る
c

一
切
に
つ
い
て
は
、
王
念
孫
、
蘇
時
間
学
の
説
、

と
も
に
談
字
を
祈
字
と
し
、
子
治
の
所
論
と
一
致
す
る
つ
制
に
つ
い
て
は
、
子
治
~
の
よ
う
に
亡
を
桁
字
と
す
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と
無
理
で
あ
ろ

う
。
孫
治
議
は
「
怒
施
不
慈
、
故
不
孝
不
怒
亡
有
一
と
、
閤
駄
の
文
字
を
補
っ
て
紙
絡
を
つ
け
よ
う
と
す
る
。
以
上
、
わ
ず
か
七
篠
に
す
ぎ
な

い
ず
れ
も
注
討
に
使
い
す
る
考
畿
で
あ
る
つ

、、、通、

、しカで
は
「
子
治
」
と
は
一
殺
だ
れ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
れ
に
該
脅
す
る
人
と
し
て
「
宇
佐
美
潟
水
」

定
し
た
い
の
か
れ
は
、
名
は
恵
、
字
は
子
治
、
潟
水
と
は
出
身
地
に
ち
な
ん
だ
競
で
あ
る
コ
上
総
の
入
、
業
を
荻
生
祖
抹
に
受
け
、
復
古
島
十
一
献

ハ
一
七

O
九

i
一
七
七
六
)
~乙

'ど

*I~ パニレ、
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に
麗
す
る
。
か
れ
に
揺
子
に
関
す
る
著
述
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
師
の
皐
mm
を
縫
い
で
い
る
こ
と
、

と
く
に
組
依
の
「
讃
初

子
い
の
刊
行
に
力
が
あ
ず
か
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
か
れ
の
校
刊
し
た
明
和
本
王
注
老
子
二
告
に
つ
け
ら
れ
た
「
考
」
と
、
前
記
の
「
子
治

日
:
:
:
」
と
は
設
の
立
て
か
た
が
似
か
よ
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
忠
由
か
ら
、
剛
一
郡
一
子
に
関
す
る
上
述
の
よ
う
な
考
設
が
あ
っ
た
と
想
定
し
て

つが
c
に、

一勺

致
す
る
こ
と
、
事
問
の
態
度
の

と
し
て
次
の
よ
う
な
訟
が
引
か
れ
て
い
る
。

か
ら
見
て
こ
う
推
論
し
た
い
。

も
ん
熟
児
は
な
か
ろ
う
。

~~ 

唯
一
倍
身
部
従
事
八
倍
身
者

鼻
設
身
設
作
百
、
信
治
任
也
、
一
一
一
n
能
任
用
禁
直
也
)
(
術
開
下
〉

~~ (20) 

蹴
使
下
愚
之
人
〔
一
説
使
常
作
去
、

A
k
r
治
忠
一
一
H
U
本
記
存
'
割
引
斗
ぺ

12
ば主
H
ま
ト
点
、
熊
m
w
F卜

ハ
非
攻
下
)

U9) 

是
也
、

品
ヰ
己
ニ
ニ
も
つ
よ
宮
、

一d
u
制
相
方
心
夕
、
耐

(
非
攻
下
〉

其
所
得
者
臨
終
何
故

式一以
1

史
弘
、

ト
ム
ぷ
i
き
れ
止
L

〈
明
弘
ド
)



京事

若
以
説
州
統
以
ぺ
以
常
作
之
、

説
線
以
常
作
以
説
、
抜
脊
党
以
作
~

/

~

J

(

非
命
下
〉

0) 

一
と
い
う
い
い
か
た
、
倒
の
叙
述
な
ど
か
ら
み
て
、

の
著
者
自
身
の
読
で
は
な
か
ろ
う
。

(18) 
0) 

は
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
談
、
む
こ
と
は
で
き

ル」
L

ず

従
来
ほ
か
に
見
な
い

、J
心
、
叫
μ
守
「
ノ

y

f

E

h

ピ、。

ヮ
.. 

，
h

、

円
削
円
、
叶
3
J

r引
μ
J
3
4
3

ス/
ζふ

「
九
、

0

3

r
二
a
L
L
t
h
司
、
ノ

わ

惜

し

思

ヨ

U
Lい
こ
。

で
は
な
い
か
と
み
る
t

M

W

も
、
こ
の
ま
ま
で
は
議
め
な
い
の
で
、
こ
の

し

秋
JJ 

h
u
十
h

、ーコ
l
e
J，
内
可
ノ

ド
ド

'
lト

γ
仁

ia
十
j
y
A
V

て
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
、
年
」
に

レ
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
も
の
を
検
討
し
た
い
G

そ
れ
だ
け
で
引
か
れ
て
い
る
も
の
と
、

「
忠
諒
」
と
い
う

e

，、、

一
、
寸
0

1

i
、

設
と
関
連
し
て
設
か
れ
て
い
る
項
と
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
「
或
日
レ
と
だ
け
し
て
引
か
れ
て
い
る
も
の
を
検
討
す
る
。

~~ 

七~/一時
33hv

，日、九一四日五月

E

一
読
此
一
節
論
入
関
得
賢
士
之
数
也
、
一
ニ
子
之
連
名
成

恐
有
誤
、
或
問
、
府
民
常
作
也
字
、
一
一
句
是
十
日
語
、

ω 
功
、
得
土
民
之
用
也
、
故
田
、
此
之
抑
制
用
氏
い
(
税
土
〉

分
一
議
者
延
延
、
而
支
初
者
一
裕
一
目
的
〔
或
問
、
分
議
、
疑
公
議
、
或
回
、
支
議
(
待
の

談
、
荷
敬
字
紙
没
〕
(
税
土
)

( 23 ) 

締

以
刑
之
道
日
〔
以
用
也
、
或
問
、
以
別
品
川
川
之
談
、
以
古
作
呂
、
輿
話
相
似
〕
ハ
街
問
中
)

将
使
助
治
鋭
刑
政
也
〔
或
回
、
別
賞
作
箆
)
〈
向
同
下
)

制翰

然
二
読
皆
非
也

然
別
走
塁
子
之
吉

何
故
以
然
句
別
義
不
同
世
匂
〔
或
回
、

再
按
下
亦
有
此
語
、

然
字
麗
下
旬
、

然
蛍
作
也
、
下
問
、

也
、
但
此
然
別
総
一
一
一
一
口
走
郊
也
)
(
前
向
下
〉

(2$ 

若
人
唯
使
得
上
之
賞
〔
若
人
指
議
人
也
、
使
字
宣
告
川
能
、
之
字
、
或
日
宜
魚
皆
、
欲
下
一
玄
是
以
編
若
図
之
人
、
皆
欲
得
其
長
上
之
賞
春
、

此
説
不
通
〕
(
指
向
下
〉

~G ~悌

今
五
問
符
正
〔
或
田
、
持
正
鴬
作
行
正
、
並
以
一
山
田
誤
也
〕
(
兼
愛
下
)

題
嬢
部
後
輿
(
或
日
、
擦
疑
握
、
非
、
按
中
篇
作
紘
然
後
帯
、
輿
此
告
別
〕
〈
兼
愛
下
)

制

議
有
章
一
亦
何
忠
一
一
間
之
、
亦
何
品
一
一
間
有
之
裁
〔
上
亦
何
世
帯
一
一

街
文
、
或
臼
)
(
明
鬼
下
)



自
夫
費
之
〔
自
雷
作
非
、
以
形
誤
也
、
或
田
、
賞
作
今
〕
〈
現
鬼
下
〉

紛
の
文
は
、
「
太
上
無
敗
、
共
次
敗
市
有
以
成
」
に
つ
づ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
一
意
味
が
蓮
じ
な
い
。
「
或
日
」
が
い
う
よ
う
に
、

た
だ
「
用
し
に
つ
い
て
だ
け
述
べ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
倒
一
「
荷
」
を
「
敬
」
の
援
字
と
す
る
設
は
、
墨
子
関
誌
に
も
見
え
る
。
鈎
費
謄
本
が

「以
L

字
に
つ
く
り
、
他
の
テ
キ
ス
ト
に
「
呂
」
に
作
る
の
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
推
測
は
正
し
い
だ
ろ
う
C

M

W
に
つ
い
て
、
関
誌
の
引
く
別
本

に
よ
る
と
「
白
」
を
「
援
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
「
接
」
を
「
握
」
と
す
る
設
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。

ωに
つ
い
て
は
、

製
況
も
開
設
を
述
べ
、
間
一
討
も
そ
れ
に
賛
意
を
示
し
て
い
る
C

M

W

に
つ
い
て
は
、
関
誌
は
「
自
」
を
一
旦
」
に
改
め
る
べ
き
だ
と
し
、
蓄
本
に

('3$ は
こ
の

な
か
っ
た
と
い
う
。

が
「
忠
討
し
と
関
連
し
て
設
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、

次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
F
〉

~4) ~~ 

す
す
〈
公
出
・
:
略
・
:
粧
公
去
問
:
・
略
・
:
〔
或
日
、
す
〈
公
在
結
一
公
後
、
刻
此
句
玄
易
地
、
忠
諮
古
文
不
必
拘
也
〕
(
毅
士
〉

佼

λ
之
肱
紋
幼
己
動
作
〔
或
問
、
肱
股
設
作
股
肱
、
忠
誇
古
品
一
一
問
自
布
似
倒
字
者
、
如
羽
子
航
一
族
主
勾
錦
木
草
掛
率
一
境
肥
似
数
政
村
議
兵
・
:
中

略
:
・
之
類
、
輩
必
殺
改
之
乎
、
議
子
溜
一
日
亦
有
底
活
字
向
賢
下
節
用
中
間
以
俊
丘
掘
穴
部
髭
駕
、
節
葬
下
積
委
多
城
郭
修
〕
(
向
問
中
)

( 24 ) 

G寺

関ー
γ~
道
紫
此
己
耶
〔
或
日
、
関
上
統
治
学
、
忠
諒
下
有
天
下
之
道
議
此
巴
耶
之
一
一
一
一
口
、
由
此
被
之
、
不
必
初
治
字
、
可
也
〕
ハ
向
同
下
)

~~ 

皆
良
勾
外
魚
之
人
旬
〔
或
臼
、
良
蛍
作
内
、
忠
詩
此
諮
非
也
、
外
倍
m
宜
魚
外
{
内
、

犠
以
告
議
問
、
不
葬
者
衆
也
〕
(
術
開
下
〉

競

一
一
一
一
同
左
右
初
異
之
入
、
皆
諮
問
入
、

立
外
内
之
人
助
之
、

eヵ
首
察
鋭
何
自
起
〔
或
問
、
常
字
約
、
忠
誤
認
一
子
数
用
嘗
字
、
以
初
、
凡
如
此
之
類
、
古
書
之
所
以
倍
加
古
書
也
〕
(
披
愛
上
)

忠
諮
上
下
文
並
前
作
不
義
、
経
作
不
仁
、
互
文
也
、
刻
此
亦
宜
州
問
仁
字
〕
(
非
改
上
)

一
小
必
疑
有
設
可
也
、
下
不
暴
故
罰
也
、
非
賢
闘
賞
也
、

~~ ('3~ 

「
ユ
ザ
旬
、

1
1

、

G
巧
FP

、.、ヮ一
h
t
L
ι

と

こ
}
J九
戸

γ
ト
↑

r
、

χ
コ
コ
主
川
れ
い
」
オ
ノ
グ
i
オ
ブ

一
小
説
榔
故
節
也

的
関
此
問
)
(
非
命
'
い
じ
)

(4G 

常
浩
有
八
句
者
去
一
口
也
〔
或
日
、
浩
A
m
m

作
非
、
忠
認
許
也
、
一
~
一
一
円
也
下
校
一
小
一
吋
不
務
也
五
卒
、
校
し
(
釘
命
下
)



締約

沼
教
念
遺
行
途
失
〔
或
日
、

ι仁
h
L

可+に'いpu

工
、

言
芸
部
ヰ
つ

忠
引
開
此
未
詳
〕
(
非
似
下
)

1
H
H
4
4
Pザ
ヘ
、
、
、
主
q
γ
k
「
ふ
げ
ん
ベ
ヰ
ペ

一
仁
お
対
抗
削
哨
ヤ
川
μ
託
協
オ
J
f
J
g
Fトト

文
賞
作
武
、

忠
詩
此
口
非
論
革
命
之
事
、

別
掲
文
玉
市
衆
武
主
也
、

'
村
必
改
文
字
故
〕
(
非
似
下
)

ぷ
句
、
す
出
、

:
t
 
「
肱
股
」
に
作
る
の
は
賢
一
踏
本
だ
け
で
、
他
の
テ
キ
ス
ト
は
「
股
肱
」
に
し
て
い
る
c

に
「
忠
詩
」

の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
と
し

て
も
、

」
こ
は
「
股
肱
い
に
正
す
べ
き
だ
ろ
う
o
M
W
は、

孫
治
議
は
「
外
潟
ニ
字
疑
誤
」
と
い
い
、

子
省
吾
は
、

」
の
ま
ま
が
正
し
い
、

と
す

ス
V
O

ワ
外
内
」
と
す
る
訟
は
他
に
み
な
い
。

M
W
は、

孫
討
議
は
、

の
伎
借
と
み
る
o
M
W
は、

「ゅん誠一同」

コ
と
す

y
C

円

v
，iι
ーザペ
r

i

v

孫
話
一
議
も
こ
の

「
仁
い
字
を
約
字
す
る
。
例
関
誌
が
引
く
王
引
之
の
一
所
設
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

M
W
に
つ
い
て
、

王
念
孫
は
、

」
こ
に
下
文
に
よ
っ
て
」
不

r
i
j
肉
、
!
南
J

4

J

A

n

…
口
、
一
イ
羽
訓
し

の
五
字
を
補
っ
て
い
る
。

布
の
例
を
過
し
て
、

「
或
日
し
は
著
者
の
論
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
、

「
忠
請
い
と
い
う
の
が
、
例
外
な
し
に
「
或
日
」
を
改
め
る
形
で
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
ぐ
こ
こ
に
示
し
た
例
、
及
び
M
W
、
腕
な
ど
で
一
子
辿
」
の
訟
を
改
め
て
は
い
て
も
、

，
お
む
皆
川
一
〉
て
}
ム
凶

i
'
z一一日

L

U
向
υ
-
r
v
w
H

に
側
聞
し
て
は
な
ん
ら
補
一
訂
す
る
訟
は
示
さ
れ
て
い
な
い
c

そ
れ
ら
か
ら
み
て
、

「
忠
)
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
人
が
、
こ
の
「
諒
邸
前
一
子
」
の
著

( 25 ) 

者
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
ご
く
近
い
関
係
に
あ
る
人
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
推
論
す
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
推

で
な
く
て
「
名
」
の
は
ず
だ
か
ら
、

論
を
正
し
い
と
す
れ
J

ば、

と
は

「
忠
」
と
い
う
名
を
も
っ
人
を
探
せ
ば
い
い
わ
け
だ
が
、

最
一
初
に
あ
げ
た
「
均
一
賢
官
子
」

は
、
名
は
「
晃
」
字
を
「
君
諮
」
と
い
う
か
ら
常
ら
な
い
。
そ
れ
に
「
忠
」
と
い
う
名
を
も
っ
撃
者
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
が
、
剛
一
日
子
の
著

こ
れ
は
、
さ
き
の
「
子
辿
」
の
場
合
と
く
ら
べ
る
と
は
る
か
に
密
難
な
こ
と
で
あ
る
。

の
著
を
も
っ
諸
首
相
蹄
春

述
主
し
た
人
の
中
に
は
、

「
忠
'
一
と
い
う
名
を
も
っ
人
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、

「
子
治
」
が
「
宇
佐
美
滞
水
」
で
あ
り
、
宇
佐
美
の
設

を
こ
の
よ
う
に
引
け
る
人
と
い
う
と
、

か
れ
に
関
連
を
も
っ
入
、
す
な
わ
ち
「
復
古
皐
3

一
の
系
統
に
廃
す
る
人
で
あ
り
、

し
か
も
、
こ
の
「
忠

の
所
論
を
そ
の
事
統
に
属
す
る
人
の
も
の
と
見
る
こ
と
も
、
必
ず
し
も
間
難
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
う
い
う
恕
由
か
ら
、

「
忠
国
」

と
い
う
名
を
も
っ
、
入
江
南
浜
、

は
子
闘
が
、
こ
の
「
忠
」
に
該
設
す
る
の
で
は
な
い

と
推
定
す
る
。

f)、

、
延
襲
五
年
(
一
六
七
八
)
あ
る
い
は
、

〈
二
ハ
八
六
)
に
生
ま
れ

拐
罪E

(
一
七
六
五
)
に
八
十
歳
ハ
あ
る
い
は
八
十



八
歳
)
で
授
し
て
い
る
コ
荻
生
約
一
保
に
事
び
、
宇
佐
美
ょ
っ
約
三

ず
、
二
人
の
問
に
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
う
東
篠
淳
一
葦
の で
あ
る
が
、
長
命
で
あ
っ
て
授
年
法
宇
佐
美
ょ
う
ト
年
前
に

袋
一
二
、
津
藩
造
土
館
の
僚
に
「
祐
子

一
本
、
江
忠
貞
撰
」
と
あ
り
、
・
忠
点
と
は
忠
街
の
誤
ワ
か
と
忠
わ
れ
、

」
の
著
者
に
、

師
の
「
一
一
同
荷
子
」

に
な
ぞ
ら
え
た

な
る
著
述
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
ハ
た
と
え
そ
れ
が
未
定
稿
で
あ
っ
た
と
し
て
も
〉
は
必
ず
し
も
荒
麿
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
ο

同

こ
こ
で
、
秋
山
王
山
の
校
在
と
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
私
山
玉
山
〈
一
六
九
八

i
一
七
六
一
一
一
)

は
肥
後
の
人
、

名
は

る空{義。、
す
で

述
~ 

た
よ
う

十
h
f
v
J
方

η，

l
'
一4
J
乃
つ

服
部
南
郭
に
向
学
び
、

南
郭
は
徳
一
線
に
師
事
し
て
い
た
か
ら

犯
仙
川
の
峯
子
の
校
注
を
玉
山
が
と
っ
て
記
し
た
と
も
い
わ
れ

最
初
の
刊
行
で
あ
り
、

た
の
は
、
費
盾
七
年
三
七
五
七
)
の
こ
と
で
、
わ
が
簡
に
お
け
る
翠
子
警
の

そ
の
税
法
は
、
準
況
が
校
定
住
解
を
施
し
て
刊
行
し
た
経
訓
堂
義
子
よ
り
早
か
っ
た
G

子
省
若
の
「
援
子
新
設
」
呉
川
蹴

か
;:(L 

江
の
「
揺
一
子
校
牲
に
な
ど
い
ず
れ
も
王
山
の
校
体
…
を
と
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
も
っ
債
値
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
玉
山
の
校
注
に
つ
い
て
の
検
討
は

( 26 ) 

機
命
問
を
改
め
る
と
し
て
、

い
や
品
は
、

と
の
繍
辿
に
つ
い
て

の
べ
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
「
議
翠
子
」
の
底
本
が
玉
山
の
器
一
子
全

あ
ろ
う
と
想
定
し
た
が
、

し
て
み
れ
ま
、

M

i

:

t

y

 

コ
讃
桜
一
子
」
の
中
に
も
常
然
の
こ
と
な
が
ら
、

玉
山
の
校
注
は
引
か
れ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で

あ
る
。

の
と
お
り
で
、

か
な
ワ
の
篠
に
わ
た
っ
て
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
玉
山
の
訟
を
引
い
た
と
み
る
の
が
公
蛍

で
あ
ろ、a
う竺。

一
一
例
を
あ
げ
る
。

事事

山一LL
M
¥
s
m£
「
去
、
、

xv¥
以内問

方/一イ
j
H
i
J
二

2
J
/
Z
J

魚
是
)

王
山
校
問
、
物
下
疑
腕
牛
字
Q

〈
法
儀
)

G!4) 

古
者
五
公
大
人
〔
古
作
今
、
潟
是
)

五
U
の
〈
ヨ
、
ト
tw羽
山
γ
ム7
0

J
i
-
-
7
1
4
1
d
 
(
向
山
川
以
上
〉

ち寺

日
刊
u
v
r
h、
「
、
レ
!
崎
、
マ
件
付

η
向
吋
J

v一
、
宇
品
川
γ

主
ニ
J

m問
中
J
/
f
t
J
i
-
-
有
β
i
バ
ふ
方
-
刃
」



一
点
山
校
日
、

仁
三
、

p
k
T
E
司
1
7

一。

ボ

J
1
5出
p
i
ι
j

(向

mEいい
〉

。。

レ
じ
日
間

ν什
じ
じ

h
s
U汁
早
℃
が
え
レ
い
A
M作
・

l
J
β
と
J

ん
u
p

一一日一n刈
勺
ム
リ
「
対
)
口
先
ん
似
ν

ルル…ゴァ
1

一日夕引
r
」

;
i
f
i
、
i
i
f
h
J

玉
仏
核
正
事
演
佼
〈

(
何
段
中
)

。ヵ

則
以
一
み
得
善
人
市
賞
1
/
~

〔
以
字
桁
〕

~$ 

玉
山
枚
目
、
以
桁
。

情
欲
糠
之
容
〔
容
上
脱
段
)

'" 
i司

、、ノ

玉
山
校
問
、
的
判
向
上
疑
腕
般
字
。

(
非
攻
中
)

こ
れ
ら
校
、
庄
の
も
つ

に
つ
い
て
の
検
討
は
省
略
す
る
が
、
例
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
著
者
は
玉
山
の
校
注
と
一
致
す
る
あ
と
に
「
侶
仲
間
だ
i

一

と
か
「
此
銃
一
月
従
」
と
か
い
っ
て
い
る
か
ら
、

一
太
山
の
設
を
引
い
た
も
の
と
見
る
の
が
公
常
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
の
例
で
は
、

~~ 

別
以
此
人
不
知
白
黒
之
静
〔
不
上
加
潟
字
君
、

( 27 ) 

玉
川
女
ヨ
、

i
人一二

t
J
U、
¥
て
す
じ
効
。

ヨ
i
，

A
B
A
t
-
-
J
郎、
J

ノ一
i

郎
官
川

(
非
攻
上
〉

紛

有
英
之
推
移
ぺ
下
蕩
下
有
力
字
、
比
一
市
脱
文
〕

玉
山
校
日
、
按
下
文
勇
下
校
力
、
之
下
校
下
。

ハ
明
鬼
下
〉

な
ど
で
は
、

玉
山
の
校
注
が
、
一
一
ゲ
所
を
問
題
に
す
る
の
に
、

つ
ぎ
の
例
で
は
、

)
法
一
ヶ
所
し
か
問
題
に
し
な
い
。
ま
た

~~ 

向
賢
事
能
〔
事
常
作
使
〕

玉
山
校
臼
、
事
疑
使
。

(
街
賢
トJ
〉

宅金

関
衆
必
箆
〔
衆
鴬
作
家
、
以
刊
誤
也
〕

玉
山
被
田
、
衆
疑
家
。

(
向
向
下
〉

~~ 

〔
此
下
股
以
不
諮
問
品
一
一
口
之
五
字
、
下
作
見
諮
問
者
一
一
一
一
口
之
、
見
不
設
用
者
平
一
一
口
之
、
可
以
穣
〕



王
山
被
田
、

一
本
有
不
善
一
一
一
一
向
之
四
字
。

ハ
尚
南
下
)

な
ど
の
よ
う
に
、

王
山
の
校
、
誌
を
後
良
さ
せ
て
お
り
、

た
ん
に
そ
の
ま
ま
引
い
て
い
る
の
で
は
な
い
c

以
上
、

玉
山
と
し
て
名
前
は
示
さ
れ
て

い
な
し
γ

が
、
そ
の
校
在
と
「
目
的
感
一
子
」
と
は
密
一
核
な
開
倒
壊
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
忠
う
c

汁
化
…
牧
野
謙
次
郎
、
漢
籍
翻
字
解
十
七
巻
、
思
子
関
半
解
、
五
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

柱
一
一
も
し
一
点
山
の
一
枚
持
に
稲
約
四
の
説
が
と
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

ζ

の
「
議
長
子
」
は
ね
台
風
一
γ

涯
の
人
の
設
な
集
め
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
か
ら
、
そ

の
中
の
あ
る
も
の
は
、
一
点
山
の
説
で
は
な
く
て
椀
彼
の
税
な
の
か
も
し
れ
な
い

c
し
か
し
、
い
ま
は
そ
れ
を
知
る
手
懸
か
り
法
な
い
。

残
り
の
紙
幅
で
、

ふ凶ヴ
ト

hv

の
注
目
す
べ
き
設
を
い
く
つ
か
示
し
て
検
討
を
加
え
よ
う
c

索
食
部
分
髭
〔
索
賞
作
索
、
紫
求
也
〕
(
針
過
)

「
素
人
民
い
に
つ
い
て
、
関
誌
は
、

食
草
木
し
す
な
わ
ち

「
銃
食
」
で
あ
る
と
す
る
。
だ
が
「
讃
器
一
子
」
の
よ
う
に
「
求
食
」
と
と
っ
た

( 28 ) 

ほ
う
が
照
解
し
や
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
c

李
笠
も
「
索
字
設
作
索
い
と
い
っ
て
い
る
む

もき

初
…
み
察
俗
資
政
之
本
也
〔
政
上
撤
筋
字
)
〈
前
賢
中
〉

こ
こ
は
、
設
問
綾
子
の
の
べ
る
よ
う
に
、
蛍
然
「
篤
」
を
郁
う
べ
き
で
あ
ろ
う
c

孫
話
一
議
も
一
政
上
、
蓄
木
股
潟
字
、
王
族
上
文
裕
」
と
い
う
。

与。

保
川
品
一
一
向
者
可
部
糊
也
一
%
一
声
〔
二
市
字
、
議
第
以
、
按
mm
氏
春
秋
功
名
倍
刷
、
故
品
目
問
今
之
位
、
有
仁
人
在
ぷ
局
、
不
可
市
不
此
務
、
有
賢
主
、

市
不
此
帯
、
郎
内
此
正
問
、
下
、
上
…
円
前
利
天
、
中
可
部
利
鬼
、
下
可
市
利
人
〕
(
向
校
下
)

-
¥
 
ヌ
つ
一
日

右
の
「
可
部
」
を
「
一
円
以
」
と
す
る
説

孫
υ
市
議
引
く
王
訟
と
一
致
す
る
c

そ
れ
に
よ
る
と

可
部
強
可
以
也
、
下
文
田
、
上

可
部
利
夫
、
中
可
部
利
克
、
下
可
部
利
氏
、
蹴
(
此
文
同
一
一
例
、
築
主
設
走
也
:
…
と
あ
る
。

紡

(
定
作
筒
問
其
一
攻
、
或
日
、

下
有
田
AA
以
許
比
期
総
監
部
英
宵
符
向
其
上
之
話
〕
(
的
問
中
〉

」
の
ま
ま
で
は

」
と
が
で
き
な
レ
r

街
川
川
市
義
父
ハ
上
」
と
し
、
陶
鴻
一
躍
は

と
し

は
「
向
向
其
上
」



と
そ
れ
ぞ
れ
改
め
て
い
る
が
、
こ
の

の
理
解
も
参
考
と
な
り
う
る
で
あ

γ
?フ。

~$ 

蛍
若
山
仰
向
之
不
可
不
察
〔
之
下
腕
矯
説
一

向
之
説
、
部
不
可
不
察
、
然
別
此
腕
一

按
向
緊
篇
一
米
一
判
、
故
俗
的
党
之
潟
説
、
一

m不
可
…
小
察
此
者
也
、
再
按
、
下
篇
末
一
戸
、
故
常
上

ハ
向
問
中
〉

コ
償
問
扱
一
千
」
の
説
く
よ
う
に
、

「
信
仰
説
」
を
補
う
べ
き
で
あ
ろ
う
っ
皐
託
、
み
間
腿
、
孫
祐
一
議
も
山
内
訟
を
の
べ
る
。

~~ 

間
定
故
天
下
之
欲
同
一
天
下
之
義
也
〔
比
有
脱
誤
、
今
制
下
之

可
山
山
〕
(
向
関
下
)

」
の
ま
ま
で
は
意
味
が
述
、
じ
な
い
。

の
文
か
ら
み
て
、
欲
向

の

つ
ユ
人
」
で
あ
る
‘
べ
き
だ
か
ら
、

「
讃
率
一
子
」
の
所
論
は
正

し
い
と
思
う
。

~o) 

其
以
向
間
借
州
政
設
問
也
〔
設
問
中
十
桁
〕
(
向
向
下
〉

を
約
字
と
す
る
、
説
は
ほ
か
に
は
み
な
い
が
、
参
考
と
す
る
に
使
い
し
よ
う
。

~1) 

崇
此
伎
一
向
〔
崇
疑
祭
〕
(
衆
愛
中
)
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こ
の
ま
ま
で
は
讃
め
な
い
。
上
・
下
篇
の
表
現
か
ら
見
て
も
「
祭
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

~~ 

子
選
子
日
、
然
乃
表
衆
則
諮
問
尖
〔
子
製
一
子
三
字
桁
、
然
乃
猫
然
則
也
、
此
是
難
下
子
髭
子
一
一
呂
田
一
五

是
解
〕
〈
兼
愛
中
〉

こ
こ
も
所
論
の
と
お
り
で
、
こ
こ
が
子
邸
前
一
子
の

は
、
下
文
に
績
か
な
い
。
子
問
中
出
子
の
一
二
字
を
桁
文
と
見
な
す
か
、
ま
た
は
、
孫
弘
一
日
譲
も

の
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
三
字
を
「
君
子
」
の
二
字
に
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

む3

又
輿
潟
人
君
者
之
一
小
悪
也
〔
興
字
管
倒
下
回
句
、
篤
人
二
字
似
桁
〕
〈
兼
愛
下
〉

日
郎
善
怠
〈
〔
部
上
疑
股
衆
字
〕
(
兼
愛
下
〉

上
下
の
文
か
ら
「
普
失
」
と
い
う
判
断
が
、
乗
に
つ
い
て
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
も
し
「
議
選
子
」
の
い
う
と
お
り
「
司
、
{
策

部
諮
問
失
」
と
す
れ
ば
一
意
味
は
よ
り
拐
ら
か
と
な
ろ
う
。
英
一
統
一
立
は
「
各
本
無
策
字
、
人
日
つ
依
曹
絞
一
帯
一
と
い
う
。

ぬ
J
づ

か
わ
、 事告

孝
子
之
篤
毅
度
者
吾
不
識
〔
五
向
上
七
字
桁
文
、
宜
側
〕
(
兼
愛
下
〉



こ
の
七
字
が
、
下
で
そ
の
ま
ま
く
り
か
え
さ
れ
る
か
ら
、
桁
文
と
見
る
の
で
あ
ろ
う
c

ほ
か
に
桁
文
設
は
み
な
い
c

~~ 

犠
栓
不
興
苦
楽
群
〔
背
蛍
作
省
、
以
形
談
也
、
家
綴
獣
同
一
背
〕
(
明
鬼
下
〉

ニ
日
い
に
つ
い
て
、
思
十
況
に
「
背
之
一
一
一
一
口
夕
、

王
リ
述
注
楚
一
利
回
、
昔
夜
、
詩
田
、
楽
活
今
昔
不
緊
群
、
一
一
一
一
口
別
群
也
」
と
あ
る
が
、

三譲別清一↓す」

の
よ
う
な
訟
は
ほ
か
に
は
み
な
い
。

納
多
衆
升
来
不
足
〔
疑
不
足
上
股
是
故
升
来
四
字
〕
(
非
山
地
点
t
に
)

こ
の
文
の
よ
に
勺
部
必
不
能
蚤
開
幕
入
、
耕
稼
樹
断
仰
向
」
と
あ
っ
て
こ
の
文
に
綴
く
。
農
夫
が
一
音
楽
を
た
の
し
ん
で

に
務
め
な
く
な
る
、

と
い
う
一
候
だ
が
、

」
れ
で
は
一
意
味
は
通
じ
が
た
い
。

三
日
償
援
子
」
の
一
説
く
よ
う
に
「
不
足
」
の
上
に
凶
字
を
引
っ
て

「
不
足
」
を
「
是
故

升
莱
」
に
つ
い
て
の
判
断
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
c
孫
山
市
議
の
「
多
緊
叔
菜
、
叔
蕎
本
作
升
、
今
接
王
校
正
、

又
蓄
本
政
是
故
叔
一
来
凶
字
、

「コ

採
上
下
女
約
」
と
い
う
の
と
一
致
す
る
ο

、
日
内
可
恥わ、

こ
の
ま
ま
で
は
、
下
女
の
「
攻
所
以
知
命
之
有
興
亡
者
:
:
:
…
と
一
意
味
、
が
つ
づ
か
な
い
。
孫
話
一
設
が
、

」
こ
に
「
成
一
戸
、
此
下
常
有
或
以
命

( 30 ) 

或
以
命
鋳
亡

ハ
非
命
中
)

第
有
一
五
ふ
ご
と
し
て

お
う
と
し
た
の
も
一
斑
あ
る
。
こ
こ
は
、
孫
訟
に
従
う
か
コ
抗
議
子
」
の
よ
う
に
「
亡
」
を
「
有
」
と
改
め
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

6事

服
古
一
一
一
一
口
〔
服
上
院
十
日
字
、
下
文
一
寸
徴
也
、
又
按
孝
艇
、
又
孟
子
目
、
子
版
発
之
版
、
一
部
位
一
ん
之
品
一
一
口
・

こ
こ
で
は
、
「
服
」
を
い
ず
れ
も
「
十
日
服
」

此
皆
所
詰
古
服
古
一
一
一
一
口
也

と
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
王
念
孫
は
「
古
一
~
一
日
間
以
」
と
し

〕
(
非
印
刷
下
)

食
継
は

と
同
じ
よ
う
に

に
改
め
る
よ
う
の
ベ
て
い
る
。

ま

と

首〉

以
上
の
検
討
を
過
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

」
と
名
づ
け
ら
九
E

て
残
っ
て
い
る
、

A
-
B
雨
本
は
、
元

来
そ
う
い

0) 

が
あ
っ
て
、
そ
の
一
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
本
と
し
て
体
E

れ
っ
た
、
内
務
は
、

の
民
(
十
市
の
校
勘
と
本
文
考
誌
で
未



定
稿
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
内
容
か
ら
み
て
、
復
十
川
島
ナ
汲
に
廃
す
る
人
の
恭
子
考
授
を
挟
め
た
ら
し
い
こ
と
、
中
で
も
、
私
山
玉
山
の

費
暦
本
選
子
の
欄
外
枝
記
と
宇
佐
美
一
潟
水
の
脱
出
子
訟
に
つ
い
て
は
、

そ
の
影
響
を
は
っ
き
り
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
は
不
明
だ
が
「
忠

謂
」
を
手
懸
り
と
し
て
著
者
に
入
江
南
演
を
想
定
し
う
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
今
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
復
古
皐
振
の
袈
子

準
設
'Pι

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
考
授
の
い
く
つ
か
は
、
現
在
で
も

日
本
に
お
け
る
脱
出
…
子
研
究
史
の
一
側
聞
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、

い
ぜ
ん
と
し
て
参
考
す
る
に
侠
い
す
る
と
お
も
う
。

注
一
考
読
が
、
山
市
備
の
説
と
一
時
合
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
あ
る
い
は
、
消
似
の
放
を
引
い
た
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
恐
況
を
除
く
ほ
か
は
年

代
的
に
み
て
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
思
況
の
設
の
考
読
と
は
ほ
と
ん
ど
関
連
を
認
め
ら
れ
な
い
。
¥
1
3
4
，

b
E
Hノ

f
E
付
与
野
副
両
市
M
L
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